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木
枯

し
が

吹
き

、
よ

う
や

く
少

し
ず

つ
寒

く
な

っ
て

参
り

ま
し

た

!長
か

っ
た

夏
の

暑
さ

か
ら

一
気

に
気

温
が

変
化

し
セ

ー
タ

ー
の

恋

し
い

季
節

に
な

り
ま

し
た

が
皆

様

い
か

が
お

過
ご

し
で

し
ょ

う
か

。
 

こ
の

秋
は

新
し

い

CDが
沢

山
出

ま
す

が
そ

れ
と

同
時

に
ハ

チ
ャ

ト

リ
ア

ン
の

楽
譜

が
い

く
つ

か
出

ま

す
。

今
ま

で
あ

ま
り

馴
染

み
の

な

か
っ

た
作

品
を

多
く

知
っ

て
い

た

だ
け

る
良

い
機

会
だ

と
思

い
ま

す
。
 

そ
し

て
コ

ン
サ

ー
ト

は
大

変
久

し
ぶ

り
に

飛
騨

高
山

、
富

山
、

岡

山
、

松
山

等
々

偶
然

で
す

が
山

に

ま
つ

わ
る

地
を

回
り

ま
す

。
 

で
は

会
場

で
お

会
い

し
ま

し
ょ

う

! 

（
７
 
１
１
 
２
０
１
０
 
鹿
児
島
に
て
）
 

木
野

雅
木

野
雅

木
野

雅
木

野
雅

之之 之之
    

山
頂

山
頂

山
頂

山
頂

でで でで
優

雅
優

雅
優

雅
優

雅
なな なな

旋
律

旋
律

旋
律

旋
律

    

青
梅

・
御

岳
山

で
バ

イ
オ

リ
ン

演
奏
「

ア
ー

ト
・
ジ

ャ
ム
」
 

国
内

外
の

芸
術

家
が

市
民

を
巻

き
込

ん
で

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
を

す
る

参
加

型

ア
ー

ト
イ

ベ
ン

ト
「

２
０

１
０

青
梅

ア

ー
ト

・
ジ

ャ
ム

」
が

、
青

梅
市

内
で

開

催
さ

れ
て

い
る

。

１９日
は
同

市
御

岳
の

御
岳

山
山

頂
に

あ
る

武
蔵

御
嶽

神
社

で
、

ロ
ン

ド
ン

を
拠

点
に

活
動

し
て

い
る

日

本
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
交

響
楽

団
の

ソ

ロ
・

コ
ン

サ
ー

ト
マ

ス
タ

ー
、

木
野

雅

之
さ

ん
(

４７)
が

バ
イ

オ
リ

ン
の

優
雅

な
旋

律
を

奏
で

、
来

場
者

ら
は

大
自

然

の
中

で
初

秋
の

夕
べ

の
幽

玄
な

雰
囲

気

を
楽

し
ん

だ
。

 

青
梅

ア
ー

ト
・

ジ
ャ

ム
は

、
西

多
摩

地
区

在
住

の
芸

術
家

ら
が

中
心

と
な

り
、

参
加

者
と

一
緒

に
多

摩
産

の
木

材
を

利

用
し

た
作

品
作

り
に

取
り

組
ん

だ
り

、

教
育

現
場

に
出

向
い

て
授

業
を

受
け

持

つ
な

ど
、

作
品

展
示

だ
け

で
な

く
市

民

と
の

交
流

を
重

視
し

て
い

る
の

が
特

徴

だ
。

４
回

目
の

今
年

は
「

水
と

緑
が

織

り
な

す
命
・
神
宿

る
里

」
が

テ
ー

マ
で
、

古
来

か
ら

の
多

摩
川

と
奥

多
摩

山
系

の

恵
み

を
生

か
し

な
が

ら
創

作
や

表
現

活

動
を

し
て

き
た

こ
の

地
域

の
伝

統
に

注

目
。

御
嶽

神
社

の
神

官
が

雅
楽

の
演

奏

で
参

加
す

る
な

ど
、

現
代

ア
ー

ト
と

地

元
の

伝
統

の
融

合
を

図
っ

た
催

し
や

展

示
が

多
い

。
 

作
品

展
示

は
青

梅
市

立
美

術
館

(
同

市
滝

ノ
上

町
)
と

ゆ
ず

の
里

勝
仙

閣
(
同

市
沢

井
)
で

１０月

１１日
ま

で
あ

り
、

２３

日
に

は
市

立
美

術
館

で
御

嶽
神

社
の

神

官
や

参
加

芸
術

家
ら

に
よ

る
ギ

ャ
ラ

リ

ー
ト

ー
ク

が
開

か
れ

る
。

期
間

中
、

演

奏
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

さ
ま

ざ

ま
な

企
画

が
予

定
さ

れ
て

い
る

。
問

い

合
わ

せ
は

実
行

委
事

務
局

(

０３・
６

４

１
１

・
７

３
５

８
)
 

（
毎

日
新

聞
２

０
１

０
年

９
月

２
０

日
）

 

球
磨

川
音

楽
祭

球
磨

川
音

楽
祭

球
磨

川
音

楽
祭

球
磨

川
音

楽
祭

にに にに
参

加
参

加
参

加
参

加
し

て
し

て
し

て
し

て
    

私
は
、
さ
る
９
月
３
日
に
行
わ
れ
た
球
磨

川
音
楽
祭
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
 

あ
ゝ
川
よ
母
な
る
川
よ
 
あ
ゝ
球
磨
川

よ
母
な
る
川
よ
 
い
つ
ま
で
も
 
い
つ
ま

で
も
 

木
野
雅
之
先
生
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
と

も
に
会
場
い
っ
ぱ
い
に
流
れ
、
大
き
い
拍
手

に
私
は
胸
い
っ
ぱ
い
の
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。
人
吉
新
聞
の
募
集
を
目
に
し
て
参
加
し
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た
合
唱
で
し
た
。
 

最
初
の
頃
は
、
音
程
が
う
ま
く
と
れ
ず
、

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
の

で
は
と
、
不
安
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
ば
か

り
で
し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
方
々
に
「
大

丈
夫
よ
」
と
か
「
練
習
し
よ
る
と
や
け
ん
、

で
き
る
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
頂
い
て
気
持
ち

が
楽
に
な
り
、
そ
の
後
の
練
習
に
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
い
よ
い
よ
本
番
。
私
は
緊
張
し
な

が
ら
会
場
に
向
か
い
リ
ハ
ー
サ
ル
に
臨
み

ま
し
た
。
世
界
的
奏
者
の
木
野
先
生
と
の
対

面
を
前
に
私
の
心
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が
、

木
野
先
生
は
と
て
も
面
白
い
方
で
一
気
に

会
場
の
雰
囲
気
は
明
る
く
な
り
、
木
野
先
生

か
ら
「
自
信
を
持
っ
て
、
楽
し
ん
で
」
と
声

を
か
け
て
頂
い
た
こ
と
で
、
私
は
「
早
く
歌

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
き
、

そ
の
後
合
唱
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
終

了
後
の
控
室
で
「
こ
の
ま
ま
お
別
れ
す
る
の

は
、
さ
び
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
私
も
全

く
同
じ
で
し
た
。
 

今
回
、
こ
の
よ
う
な
大
変
貴
重
で
夢
の
よ

う
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
私
は
一
生
の

宝
物
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
一
緒
し
て

頂
い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
(あ

さ
ぎ
り
町
須
恵
) 

(小
口
 
誠
之
）
 

 (人
吉
新
聞
２
０
１
０
年
９
月
２
８
日
) 

患
者

患
者

患
者

患
者

をを をを
癒癒 癒癒

や
す

バ
イ

オ
リ

ン
や

す
バ

イ
オ

リ
ン

や
す

バ
イ

オ
リ

ン
や

す
バ

イ
オ

リ
ン

    

日
フ

ィ
ル

木
野

さ
ん

演
奏

会
 

唐
津
市
の
唐
津
赤
十
字
病
院
で
２
５
日
、

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
木
野
雅
之
さ
ん
(

４６）
の

演
奏
会
が
あ
り
、
華
麗
な
技
巧
と
優
雅
な
調

べ
で
入
院
患
者
の
心
を
癒
や
し
た
。
 

木
野
さ
ん
は
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
。

唐
津
市
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
の
に
合
わ

せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
に
駆
け
つ
け
た
。

本
来
は
ギ
タ
ー
曲
の
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿

の
思
い
出
」
（
タ
ル
レ
ガ
）
な
ど
を
バ
イ
オ

リ
ン
の
圧
倒
的
な
技
巧
で
披
露
し
。
会
場
に

集
ま
っ
た
患
者
ら
を
魅
了
し
た
。
 

木
野
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
が
目
を
輝
か
せ

て
聴
い
て
く
だ
さ
る
姿
に
、
音
楽
の
力
を
感

じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
 

（
佐
賀
新
聞
２
０
１
０
年
５
月
２
７
日
桑

原
）
 

第
一

回
第

一
回

第
一

回
第

一
回

ヴ
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ン
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ン
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ァ
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オ
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ン
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ァ
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オ

リ
ン

    
マ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

マ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
マ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

マ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
    

入
賞

者
入

賞
者

入
賞

者
入

賞
者

コ
ン

サ
ー

ト
コ

ン
サ

ー
ト

コ
ン

サ
ー

ト
コ

ン
サ

ー
ト

    

今
夏
、
合
歓
の
郷
で
催
さ
れ
た
「
木
野
雅

之
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

in合
歓

の

郷
」
の
受
講
者
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
、
上
位

入
賞
者
３
名
の
方
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
来
年

１
月

１８日
に
二
子
玉
川
駅
近
く
の
オ
ー
キ

ッ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
 

第
１
位
 
武
田
章
寛
 

演
奏
曲
目
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
(ハ

イ
フ

ェ
ッ
ツ
)：

フ
ィ
ガ
ロ
(セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師

よ
り
) 

 
 
 
 

第
２
位
 
鈴
木
朝
子
 

演
奏
曲
目
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
５
番
ヘ
長
調
（
ス
プ

リ
ン
グ
・
ソ
ナ
タ
作
品

２４）
 

第
３
位
 
菊
池
晶
子
 

演
奏
曲
目
は
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
：
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
２
番
ニ
長
調
作
品

９４ チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
し
込
み
は
、
サ
ウ
ン
ド

＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
。 
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最
新

作
品

集
最

新
作

品
集

最
新

作
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集
最
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作

品
集

    

        

                

                

                

    

        

    

        

    

ハチャトゥリャン楽譜 

ヴァイオリンソナタ 

￥２，５００ 

ヴァイオリン独奏のための

(ソナタ＝モノローグ) 

￥２，０００ 

ダンス/ソング＝ポエム/ノクターン 

￥２，４００ 
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